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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 26,205 3.5 7,854 8.7 6,881 6.6 2,463 △24.2
22年3月期第3四半期 25,327 △2.0 7,225 △11.5 6,454 △16.2 3,247 △26.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 21.12 ―
22年3月期第3四半期 27.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 294,978 114,467 38.4 971.10
22年3月期 265,167 114,641 42.8 972.67

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  113,262百万円 22年3月期  113,445百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.50 ― 5.50 11.00
23年3月期 ― 5.50 ―
23年3月期 

（予想）
5.50 11.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 4.0 10,000 7.9 8,500 3.9 3,500 △18.2 30.01



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無であります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無であります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無であります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 116,851,049株 22年3月期  116,851,049株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  218,285株 22年3月期  217,421株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 116,633,308株 22年3月期3Q 116,634,262株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間のわが国経済は、海外経済の改善や各種の政策効果等を背景に、景気は持ち直しの傾

向で推移いたしました。しかしながら、雇用・所得環境は依然として厳しく、また、デフレの長期化や各種消

費刺激策の一巡などにより、このところの景気改善の動きには一服感がみられるなど、先行き不透明な状況が

続いております。 

オフィスビル業界におきましては、景気を反映した企業のオフィスコスト削減の動きが継続していることか

ら、空室率は高止まりで推移し、賃料水準も弱含みの状況が続いております。 

こうした状況の下で、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、テナントサービスの一層の向上に

努めました結果、全体として高水準の入居状況を確保することができました。  

なお、昨年４月に土地・建物の８割強を信託財産とする信託受益権を購入した「青山ライズスクエア」は取

得時より満室にて稼働し、東京地区での収益拡大に寄与しております。 

進行中のプロジェクトにつきましては、平成２５年２月末の竣工を目指して「中之島ダイビル・ウエスト（仮

称）」の建設工事に着手いたしますとともに、「新ダイビル」の建替え計画として昨年６月に現ビルを閉館し、

平成２３年度の新ビル着工に向けて諸準備を進めております。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①土地建物賃貸事業 

建替え予定のビルおよび既存ビルの一部は減収となりましたが、上記「青山ライズスクエア」の稼働および

前期に稼働した「中之島ダイビル」、「土佐堀ダイビル」ならびに「秋葉原ダイビル・駅前プラザ」が期首から

収益に寄与したことにより、売上高は１９，７６８百万円と１，０２２百万円（前年同期比５．５％）の増収

となりました。費用面では、前期に計上した不動産取得税等の一時費用が減少した一方、新規ビルの減価償却

費負担や「中之島ダイビル」および「土佐堀ダイビル」の固定資産税負担が新たに発生したこと等により営業

費用が増加し、営業利益は８，０７９百万円と７５５百万円（前年同期比１０．３％）の増益となりました。 

②ビル管理事業 

既存受託契約の減収等により、売上高は６，１４２百万円と５８百万円（前年同期比０．９％）の減収とな

り、営業利益は５５９百万円と９６百万円（前年同期比１４．７％）の減益となりました。 

③その他 

テナント入居に伴う工事管理料および工事請負高が減少したこと等により、売上高は２９３百万円と８５百

万円（前年同期比２２．６％）の減収となり、営業利益は１１０百万円と６１百万円（前年同期比３５．８％）

の減益となりました。 

 

以上の結果、当第３四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高は２６，２０５百万円と８７８百万

円（前年同期比３．５％）の増収、営業利益は７，８５４百万円と６２８百万円（前年同期比８．７％）の増

益となりました。 

 

営業外損益では、受取配当金が増加した一方、支払利息およびその他の営業外費用が増加し、経常利益は

６，８８１百万円と４２７百万円（前年同期比６．６％）の増益となりました。 

なお、当第３四半期累計期間は特別利益として投資有価証券売却益および固定資産売却益計１，１７５百万

円を計上いたしました。また、特別損失として、前年同期は建替関連損失等計１，１３５百万円を計上したの

に対し、当第３四半期累計期間は新ダイビルの除却損を含む建替関連損失のほか、投資有価証券評価損および

固定資産除却損計３，６３１百万円を計上いたしました。 

この結果、当第３四半期累計期間の純利益は２，４６３百万円と７８４百万円（前年同期比２４．２％）の

減益となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて２９，８１１百万円増加し、２９４，９７８

百万円となりました。主な要因は、「青山ライズスクエア」の取得等に伴う有形固定資産の増加（３１，３８９

百万円）、株価の下落等に伴う投資有価証券の減少（２，８１２百万円）等であります。 

当第３四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べて２９，９８５百万円増加し、１８０，５１１百

万円となりました。「青山ライズスクエア」の取得に伴う資金調達の結果、有利子負債が増加（３３，０４７百

万円）したこと等が主な要因であります。 

当第３四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１７４百万円減少し、１１４，４６７百万円

となりました。利益剰余金は増加（１，１８０百万円）いたしましたが、その他有価証券評価差額金が減少

（１，３６２百万円）したこと等が主な要因であります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期末における現金及び現金同等物は４，９１１百万円となり、前連結会計年度末に比べて

１，４４６百万円増加いたしました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、８，５９２百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益

の減少に加え、預り敷金及び保証金の増減額、未払不動産取得税等の増減額および未払又は未収消費税等の増

減額が減少したことにより、建替関連損失は増加したものの、得られた資金は前年同期に比べて３，０２６百

万円減少いたしました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、３８，８４７百万円の支出となりました。主なものは「青山ライズ

スクエア」の有形固定資産信託受益権の取得による支出であり、使用した資金は前年同期に比べて  

１６，９７８百万円増加いたしました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の発行および長期借入れによる収入等により３１，７０１百万

円の収入となり、得られた資金は前年同期に比べて２０，８９８百万円増加いたしました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成２２年１０月８日公表の数値を修正しておりません。 

 

２．その他の情報 

 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年 3 月

31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年 3 月

31 日）を適用しております。 
これによる損益に与える影響はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,911 3,464

営業未収入金 866 843

たな卸資産 27 30

繰延税金資産 145 592

その他 372 109

貸倒引当金 △15 △12

流動資産合計 6,308 5,027

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 90,874 91,029

土地 147,884 147,960

信託土地 31,231 －

建設仮勘定 818 250

その他（純額） 920 1,100

有形固定資産合計 271,729 240,340

無形固定資産   

のれん 3 5

その他 133 117

無形固定資産合計 137 123

投資その他の資産   

投資有価証券 14,827 17,640

繰延税金資産 63 79

その他 1,912 1,955

投資その他の資産合計 16,803 19,675

固定資産合計 288,670 260,139

資産合計 294,978 265,167
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 100 100

1年内返済予定の長期借入金 2,855 1,855

コマーシャル・ペーパー 13,000 8,500

未払法人税等 11 1,308

役員賞与引当金 － 46

その他 3,160 3,961

流動負債合計 19,126 15,771

固定負債   

社債 70,000 50,000

長期借入金 49,446 41,898

受入敷金保証金 26,572 26,698

繰延税金負債 3,652 4,410

再評価に係る繰延税金負債 10,660 10,660

退職給付引当金 688 698

役員退職慰労引当金 338 351

負ののれん － 10

その他 25 26

固定負債合計 161,384 134,753

負債合計 180,511 150,525

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 72,653 71,473

自己株式 △141 △141

株主資本合計 98,592 97,413

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,112 6,475

土地再評価差額金 9,557 9,557

評価・換算差額等合計 14,669 16,032

少数株主持分 1,204 1,195

純資産合計 114,467 114,641

負債純資産合計 294,978 265,167
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益 25,327 26,205

営業原価 15,989 16,257

営業総利益 9,337 9,947

販売費及び一般管理費 2,111 2,093

営業利益 7,225 7,854

営業外収益   

受取利息 22 4

受取配当金 286 350

その他 32 58

営業外収益合計 341 413

営業外費用   

支払利息 1,002 1,206

その他 110 178

営業外費用合計 1,112 1,385

経常利益 6,454 6,881

特別利益   

投資有価証券売却益 － 998

固定資産売却益 － 177

特別利益合計 － 1,175

特別損失   

建替関連損失 1,041 3,357

投資有価証券評価損 56 253

固定資産除却損 29 19

その他 7 －

特別損失合計 1,135 3,631

税金等調整前四半期純利益 5,319 4,426

法人税、住民税及び事業税 2,018 1,236

過年度法人税等戻入額 △252 －

法人税等調整額 182 620

法人税等合計 1,948 1,856

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,570

少数株主利益 123 106

四半期純利益 3,247 2,463
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,319 4,426

減価償却費 4,949 5,085

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △48 △46

退職給付引当金の増減額（△は減少） △57 △9

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 △12

受取利息及び受取配当金 △309 △354

支払利息 1,002 1,206

投資有価証券売却損益（△は益） － △998

建替関連損失 1,041 3,357

投資有価証券評価損益（△は益） 56 253

固定資産売却損益（△は益） － △177

固定資産除却損 29 19

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 1,519 △125

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 17 26

売上債権の増減額（△は増加） 130 △22

仕入債務の増減額（△は減少） △228 △240

未払不動産取得税等の増減額(△は減少) 300 △798

未払又は未収消費税等の増減額 1,148 115

その他 270 196

小計 15,145 11,900

利息及び配当金の受取額 309 354

利息の支払額 △775 △978

法人税等の支払額 △3,060 △2,684

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,618 8,592

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,992 △1,468

有形固定資産の売却による収入 － 252

有形固定資産信託受益権の取得による支出 － △38,393

建替関連費用の支払額 △921 △543

投資有価証券の売却による収入 － 1,264

短期貸付けによる支出 △1 －

短期貸付金の回収による収入 0 0

長期貸付けによる支出 △1 △0

長期貸付金の回収による収入 30 29

その他 18 12

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,868 △38,847
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,500 －

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 6,500 4,500

長期借入れによる収入 20,000 10,000

長期借入金の返済による支出 △7,952 △1,452

社債の発行による収入 10,000 20,000

社債の償還による支出 △10,000 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,243 △1,246

少数株主への払戻による支出 － △97

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,803 31,701

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 553 1,446

現金及び現金同等物の期首残高 3,174 3,464

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,728 4,911
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業 

そ の 他     

事  業 
計 

消  去 

又は全社 
連  結 

売 上 高 

(１)外部顧客に対する売上高 18,746 6,201 379 25,327 － 25,327

(２)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 52 1,487 0 1,541 (1,541) －

計 18,799 7,688 380 26,868 (1,541) 25,327

営 業 利 益 7,324 656 171 8,151 (926) 7,225

 
（注）１．事業区分は売上集計区分によっております。 

２．各事業の主な内容 
（１） 土地建物賃貸事業 オフィスビル等建物賃貸、土地賃貸、駐車場賃貸 
（２） ビル管理事業  ビル清掃、設備管理、保安 
（３） その他事業  工事請負、工事管理、不動産仲介 

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間について、本邦以外の国又は地域に連結子会社及び在外支店がないため、記載すべき事項

はありません。 

 

【海外売上高】 

 前第３四半期連結累計期間について、海外売上高がないため、記載すべき事項はありません。 

 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評

価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループの事業は、提供するサービス別のセグメントから構成されており、「土地建物賃貸事業」及び「ビル管

理事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「土地建物賃貸事業」は、主にオフィスビル等建物、土地及び駐車場の賃貸を行っております。「ビル管理事業」は、

主にビル清掃、設備管理及び保安業務を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

 

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３） 

売 上 高 

外部顧客への売上高 19,768 6,142 25,911 293 26,205 － 26,205

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 67 1,293 1,360 0 1,360 △1,360 －

計 19,835 7,436 27,271 293 27,565 △1,360 26,205

セグメント利益 8,079 559 8,639 110 8,749 △895 7,854

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
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介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△895 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△895 百万円であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であり
ます。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月

27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年 3月

21 日）を適用しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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